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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　並列に配列された複数のコアと、前記複数のコアを囲むクラッドと、を有する平面型光
導波路を保持する光コネクタであって、
　合成樹脂で形成されるコネクタ本体を備え、
　前記コネクタ本体に凸状に設けられ、前記平面型光導波路を嵌合して前記コネクタ本体
に位置決めする嵌合凸部と、
　前記平面型光導波路に凹状に前記複数のコアにおける隣接するコア間のクラッドに設け
られ、前記嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部と、
　を有し、
　前記コネクタ本体は、
　前記コネクタ本体の後端面に設けられ、前記平面型光導波路を挿入する光導波路挿入口
と、
　前記コネクタ本体に設けられ、前記光導波路挿入口と連通し、前記平面型光導波路を挿
通する光導波路挿通路と、
　前記コネクタ本体の前端面に設けられ、前記光導波路挿通路と連通し、前記平面型光導
波路の先端を露出させる光導波路露出部と、
　前記コネクタ本体を案内して位置決めするガイドピンが挿入されるガイド穴と、
　を含み、
　前記嵌合凸部は、前記光導波路露出部の一端から他端まで前記平面型光導波路のコア列
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方向に沿って各々コアを仕切ると共に、各々コアを露出させるように設けられ、前記光導
波路挿通路の通路底面から前記平面型光導波路の挿通方向に対して略直交方向に突出して
形成され、前記平面型光導波路を嵌合して前記コネクタ本体に位置決めする嵌合突起から
なり、
　前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路の先端面における隣接するコアとコアとの間のク
ラッドに各々設けられ、前記複数のコアにおける隣接するコア間のクラッドに前記平面型
光導波路の光軸方向に対して略直交方向に溝状に形成され、前記嵌合突起と嵌合される嵌
合溝からなり、
　前記嵌合突起は、前記平面型光導波路の厚みと略同じ高さで形成され、前記嵌合溝の溝
深さと略同じ奥行きで形成されることを特徴とする光コネクタ。
【請求項２】
　請求項１に記載の光コネクタであって、
　前記平面型光導波路は、並列に配列された複数のコアと、前記複数のコアを囲むクラッ
ドと、を有する複数の平面型光導波路層を積層した平面型光導波路積層体であることを特
徴とする光コネクタ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の光コネクタであって、
　前記平面型光導波路は、合成樹脂で形成される高分子製平面型光導波路または石英ガラ
スで形成される石英ガラス製平面型光導波路であることを特徴とする光コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光コネクタに係り、特に、平面型光導波路を保持する光コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、伝送容量の拡大にともない情報通信網の光化が注目され、光ファイバ通信網は急
速に発展している。光ファイバ通信網の中で光コネクタの果たす役割は極めて重要であり
、様々な光コネクタの開発が行われている。
【０００３】
また、マルチメディアの急速な進展にともない、大容量交換機や超並列コンピュータ等の
情報処理装置において、高密度配線が必須の事項となりつつあり、光インターコネクショ
ン技術の研究がさかんに行われている。例えば、多心の光ファイバ心線を備えた光ファイ
バテープ等を接続するための光コネクタの例として、ＪＩＳ規格等で規定されているＭＴ
コネクタ、ＭＰＯコネクタ等が知られている。
【０００４】
　ＭＴコネクタは、光フェルールであるＭＴフェルールに固着され、ＭＴフェルールの接
続端面に設けられた光ファイバ孔から露出された光ファイバ同士を対向配置して２本のガ
イドピンを介して双方のＭＴフェルールに一定の押圧力を加圧維持して安定した接続状態
に保持できるように構成されている。ＭＰＯコネクタは、ＭＴフェルールにテープファイ
バを接着固定し、コネクタ接続面を研磨したＭＴコネクタと、接続状態を維持するための
押圧力を付与するスプリングとをＭＰＯハウジング内に実装して構成されている。例えば
、非特許文献１には、ＭＴコネクタが記載されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】フジクラ技報（第９７号、１９９９年１０月、株式会社フジクラ発行、
「２次元配列型ＭＴコネクタ」、Ｐ２２－２７）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　ところで、光インターコネクション技術では、光ファイバを光フェルールで保持した光
コネクタだけでなく、例えば、平面型光導波路を光フェルールに保持した光コネクタが使
用されている。このような平面型光導波路を保持する光コネクタは、精密に矩形状にダイ
ジング加工された平面型光導波路を、光フェルールに設けられた溝等に嵌め込んで組み立
てられる。そして、平面型光導波路のコアは、平面型光導波路の外形を基準として光フェ
ルールに位置決めされる。ここで、このような外形基準で平面型光導波路を光フェルール
に位置決めする場合には、ダイジング加工による平面型光導波路の幅方向の寸法精度等に
より、平面型光導波路におけるコア位置の精度が低下する可能性がある。
【０００７】
　そこで本発明の目的は、平面型光導波路におけるコア位置の精度をより向上させた光コ
ネクタを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る光コネクタは、並列に配列された複数のコアと、前記複数のコアを囲むク
ラッドと、を有する平面型光導波路を保持する光コネクタであって、合成樹脂で形成され
るコネクタ本体を備え、前記コネクタ本体に凸状に設けられ、前記平面型光導波路を嵌合
して前記コネクタ本体に位置決めする嵌合凸部と、前記平面型光導波路に凹状に前記複数
のコアにおける隣接するコア間のクラッドに設けられ、前記嵌合凸部と嵌合される嵌合凹
部と、を有し、前記コネクタ本体は、前記コネクタ本体の後端面に設けられ、前記平面型
光導波路を挿入する光導波路挿入口と、前記コネクタ本体に設けられ、前記光導波路挿入
口と連通し、前記平面型光導波路を挿通する光導波路挿通路と、前記コネクタ本体の前端
面に設けられ、前記光導波路挿通路と連通し、前記平面型光導波路の先端を露出させる光
導波路露出部と、前記コネクタ本体を案内して位置決めするガイドピンが挿入されるガイ
ド穴と、を含み、前記嵌合凸部は、前記光導波路露出部の一端から他端まで前記平面型光
導波路のコア列方向に沿って各々コアを仕切ると共に、各々コアを露出させるように設け
られ、前記光導波路挿通路の通路底面から前記平面型光導波路の挿通方向に対して略直交
方向に突出して形成され、前記平面型光導波路を嵌合して前記コネクタ本体に位置決めす
る嵌合突起からなり、前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路の先端面における隣接するコ
アとコアとの間のクラッドに各々設けられ、前記複数のコアにおける隣接するコア間のク
ラッドに前記平面型光導波路の光軸方向に対して略直交方向に溝状に形成され、前記嵌合
突起と嵌合される嵌合溝からなり、
　前記嵌合突起は、前記平面型光導波路の厚みと略同じ高さで形成され、前記嵌合溝の溝
深さと略同じ奥行きで形成されることを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る光コネクタにおいて、前記平面型光導波路は、並列に配列された複数のコ
アと、前記複数のコアを囲むクラッドと、を有する複数の平面型光導波路層を積層した平
面型光導波路積層体であることが好ましい。
【００１２】
　本発明に係る光コネクタにおいて、前記コネクタ本体は、前記コネクタ本体の後端面に
設けられ、前記平面型光導波路を挿入する光導波路挿入口と、前記コネクタ本体に設けら
れ、前記光導波路挿入口と連通し、前記平面型光導波路を挿通する光導波路挿通路と、前
記コネクタ本体の前端面に設けられ、前記光導波路挿通路と連通し、前記平面型光導波路
の先端を露出させる光導波路露出口と、を含み、前記嵌合凸部は、前記光導波路挿通路の
通路底面に設けられ、前記光導波路露出口から前記平面型光導波路の挿通方向に沿って形
成され、前記平面型光導波路を嵌合して前記コネクタ本体に位置決めする嵌合凸条からな
り、前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路に設けられ、前記複数のコアにおける隣接する
コア間の前記クラッドに前記平面型光導波路の先端面から光軸方向に沿って溝状に形成さ
れ、前記嵌合凸条と嵌合される嵌合凹条からなることが好ましい。
【００１４】
　本発明に係る光コネクタにおいて、光素子が設けられた光素子部品の前記光素子に対向
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して配置され、前記光素子と光結合する上記の光コネクタであって、前記コネクタ本体は
、前記コネクタ本体に溝状に設けられ、前記平面型光導波路を挿通する光導波路挿通溝と
、前記光導波路挿通溝の前溝壁に前記光素子と対向するように設けられ、前記平面型光導
波路の光軸方向の延長上に対して傾斜して形成され、前記光軸方向を信号光の反射により
変更させて前記平面型光導波路と前記光素子との間を光結合させる光路変更面と、を含み
、前記嵌合凸部は、前記光導波路挿通溝の溝底面に前記光路変更面と対向して設けられ、
前記光導波路挿通溝の溝底面から前記平面型光導波路の挿通方向に対して略直交方向に突
出して形成され、前記平面型光導波路を嵌合して前記コネクタ本体に位置決めする嵌合突
起からなり、前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路の先端面に設けられ、前記複数のコア
における隣接するコア間のクラッドに前記平面型光導波路の光軸方向に対して略直交方向
に溝状に形成され、前記嵌合突起と嵌合される嵌合溝からなることが好ましい。
【００１５】
　本発明に係る光コネクタにおいて、光素子が設けられた光素子部品の前記光素子に対向
して配置され、前記光素子と光結合する上記の光コネクタであって、前記コネクタ本体は
、前記コネクタ本体に溝状に設けられ、前記平面型光導波路を挿通する光導波路挿通溝と
、前記光導波路挿通溝の前溝壁に前記光素子と対向するように設けられ、前記平面型光導
波路の光軸方向の延長上に対して傾斜して形成され、前記光軸方向を信号光の反射により
変更させて前記平面型光導波路と前記光素子との間を光結合させる光路変更面と、を含み
、前記嵌合凸部は、前記光導波路挿通路の通路底面に設けられ、前記光路変更面の面縁か
ら前記平面型光導波路の挿通方向に沿って形成され、前記平面型光導波路を嵌合して前記
コネクタ本体に位置決めする嵌合凸条からなり、前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路に
設けられ、前記複数のコアにおける隣接するコア間のクラッドに前記平面型光導波路の先
端面から光軸方向に沿って溝状に形成され、前記嵌合凸条と嵌合される嵌合凹条からなる
ことが好ましい。
【００１６】
　本発明に係る光コネクタにおいて、光素子が設けられた光素子部品の前記光素子に対向
して配置され、前記光素子と光結合する請求項１または２に記載の光コネクタであって、
前記コネクタ本体は、前記コネクタ本体に溝状に設けられ、前記平面型光導波路を挿通す
る光導波路挿通溝を含み、前記嵌合凸部は、前記光導波路挿通溝の前溝壁に設けられ、前
記光導波路挿通溝の溝底面から前記平面型光導波路の挿通方向に対して略直交方向に突出
して形成され、前記平面型光導波路を嵌合して前記コネクタ本体に位置決めする嵌合突起
からなり、前記平面型光導波路は、前記平面型光導波路の先端面近傍に前記光素子と対向
するように設けられ、前記平面型光導波路の光軸方向に対して傾斜して形成され、前記光
軸方向を信号光の内部反射により変更させて前記平面型光導波路と前記光素子との間を光
結合させる光路変更面を含み、前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路の先端面に設けられ
、前記複数のコアにおける隣接するコア間のクラッドに前記平面型光導波路の光軸方向に
対して略直交方向に溝状に形成され、前記嵌合突起と嵌合される嵌合溝からなることが好
ましい。
【００１７】
　本発明に係る光コネクタにおいて、光素子が設けられた光素子部品の前記光素子に対向
して配置され、前記光素子と光結合する上記の光コネクタであって、前記コネクタ本体は
、前記コネクタ本体に溝状に設けられ、前記平面型光導波路を挿通する光導波路挿通溝を
含み、前記嵌合凸部は、前記光導波路挿通溝の溝底面に設けられ、前記光導波路挿通溝の
前溝壁から前記平面型光導波路の挿通方向に沿って形成され、前記平面型光導波路を嵌合
して前記コネクタ本体に位置決めする嵌合凸条からなり、前記平面型光導波路は、前記平
面型光導波路の先端面近傍に前記光素子と対向するように設けられ、前記平面型光導波路
の光軸方向に対して傾斜して形成され、前記光軸方向を信号光の内部反射により変更させ
て前記平面型光導波路と前記光素子との間を光結合させる光路変更面を含み、前記嵌合凹
部は、前記平面型光導波路の先端面から光軸方向に沿って設けられ、前記複数のコアにお
ける隣接するコア間のクラッドに溝状に形成され、前記嵌合凸条と嵌合される嵌合凹条か
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らなることが好ましい。
【００１８】
　本発明に係る光コネクタにおいて、光素子が設けられた光素子部品の前記光素子に対向
して配置され、前記光素子と光結合する上記の光コネクタであって、前記コネクタ本体は
、前記コネクタ本体に溝状に設けられ、前記平面型光導波路を挿通する光導波路挿通溝と
、前記コネクタ本体に設けられ、前記光導波路挿通溝と連通し、前記平面型光導波路の先
端部を挿入する光導波路挿入穴と、前記コネクタ本体に設けられ、前記光導波路挿入穴と
連通し、前記平面型光導波路の挿通方向に対して略直交方向に凹状に形成された凹所と、
前記凹所に前記光素子と対向するように設けられ、前記平面型光導波路の光軸方向の延長
上に対して傾斜して形成され、前記光軸方向を信号光の反射により変更させて前記平面型
光導波路と前記光素子との間を光結合させる光路変更面と、を含み、前記嵌合凸部は、前
記光導波路挿入穴に前記光路変更面と対向して設けられ、前記平面型光導波路の挿通方向
に対して略直交方向に突出して形成され、前記平面型光導波路を嵌合して前記コネクタ本
体に位置決めする嵌合突起からなり、前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路の先端面に設
けられ、前記複数のコアにおける隣接するコア間のクラッドに前記平面型光導波路の光軸
方向に対して略直交方向に溝状に形成され、前記嵌合突起と嵌合される嵌合溝からなるこ
とが好ましい。
【００１９】
　本発明に係る光コネクタにおいて、光素子が設けられた光素子部品の前記光素子に対向
して配置され、前記光素子と光結合する請求項１または２に記載の光コネクタであって、
前記コネクタ本体は、前記コネクタ本体に溝状に設けられ、前記平面型光導波路を挿通す
る光導波路挿通溝と、前記コネクタ本体に設けられ、前記光導波路挿通溝と連通し、前記
平面型光導波路の先端部を挿入する光導波路挿入穴と、前記コネクタ本体に設けられ、前
記光導波路挿入穴と連通し、前記平面型光導波路の挿通方向に対して略直交方向に凹状に
形成された凹所と、を含み、前記嵌合凸部は、前記光導波路挿入穴に設けられ、前記平面
型光導波路の挿通方向に対して略直交方向に突出して形成され、前記平面型光導波路を嵌
合して前記コネクタ本体に位置決めする嵌合突起からなり、前記平面型光導波路は、前記
平面型光導波路の先端を前記凹所に突出させて配置され、前記平面型光導波路の先端面に
前記光素子と対向するように設けられ、前記平面型光導波路の光軸方向に対して傾斜して
形成され、前記光軸方向を信号光の内部反射により変更させて前記平面型光導波路と前記
光素子との間を光結合させる光路変更面を含み、前記嵌合凹部は、前記平面型光導波路の
先端面に設けられ、前記複数のコアにおける隣接するコア間のクラッドに前記平面型光導
波路の光軸方向に対して略直交方向に溝状に形成され、前記嵌合突起と嵌合される嵌合溝
からなることが好ましい。
【００２０】
　本発明に係る光コネクタにおいて、前記光素子部品は、前記コネクタ本体を前記光素子
部品に位置決めするガイドピンまたはガイド穴を有し、前記コネクタ本体は、前記光素子
部品のガイドピンが挿入されるガイド穴または前記光素子部品のガイド穴に挿入されるガ
イドピンを有していることが好ましい。
【００２１】
　本発明に係る光コネクタにおいて、前記平面型光導波路は、合成樹脂で形成される高分
子製平面型光導波路または石英ガラスで形成される石英ガラス製平面型光導波路であるこ
とが好ましい。
【発明の効果】
【００２２】
　上記構成の光コネクタによれば、平面型光導波路は、平面型光導波路に設けられる嵌合
溝または嵌合凹条を、コネクタ本体に設けられ、平面型光導波路を嵌合してコネクタ本体
に位置決めする嵌合突起または嵌合凸条に嵌合させて位置決めされるので、平面型光導波
路におけるコア位置の精度をより向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００２３】
【図１】本発明の第１実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態において、コネクタ本体の構成を示す斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態において、コネクタ本体の構成を示す断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態において、平面型光導波路の構成を示す斜視図である。
【図５】本発明の第１実施形態において、他のコネクタ本体の構成を示す斜視図である。
【図６】本発明の第１実施形態において、別なコネクタ本体の構成を示す斜視図である。
【図７】本発明の第１実施形態において、別なコネクタ本体の構成を示す斜視図である。
【図８】本発明の第１実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図９】本発明の第２実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図１０】本発明の第２実施形態において、コネクタ本体の構成を示す斜視図である。
【図１１】本発明の第２実施形態において、コネクタ本体の構成を示す断面図である。
【図１２】本発明の第２実施形態において、平面型光導波路の構成を示す斜視図である。
【図１３】本発明の第３実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図１４】本発明の第３実施形態において、光コネクタにおける要部の拡大図である。
【図１５】本発明の第３実施形態において、コネクタ本体の構成を示す断面図である。
【図１６】本発明の第３実施形態において、光コネクタを光モジュールに取り付けた状態
を示す光導波路挿通方向の断面図である。
【図１７】本発明の第４実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図１８】本発明の第４実施形態において、光コネクタにおける要部の拡大図である。
【図１９】本発明の第４実施形態において、コネクタ本体の構成を示す断面図である。
【図２０】本発明の第５実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図２１】本発明の第５実施形態において、平面型光導波路の構成を示す斜視図である。
【図２２】本発明の第５実施形態において、光コネクタにおける要部の断面斜視図である
。
【図２３】本発明の第５実施形態において、光コネクタを光モジュールに取り付けた状態
を示す光導波路挿通方向の断面図である。
【図２４】本発明の第６実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図２５】本発明の第６実施形態において、平面型光導波路の構成を示す斜視図である。
【図２６】本発明の第６実施形態において、光コネクタにおける要部の断面斜視図である
。
【図２７】本発明の第７実施形態において、光コネクタの構成を示す斜視図である。
【図２８】本発明の第７実施形態において、光コネクタの要部を示す拡大図である。
【図２９】本発明の第７実施形態において、光コネクタにおける平面型光導波路挿通方向
の断面図である。
【図３０】本発明の第８実施形態において、光コネクタの要部を示す拡大図である。
【図３１】本発明の第８実施形態において、平面型光導波路の構成を示す斜視図である。
【図３２】本発明の第８実施形態において、光コネクタにおける平面型光導波路挿通方向
の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に図面を用いて本発明に係る第１実施形態について説明する。図１は、光コネクタ
１０の構成を示す斜視図である。光コネクタ１０は、幅広で略角形に形成されたコネクタ
本体１２を備え、平面型光導波路１４を保持する機能を有している。コネクタ本体１２に
は、コネクタ本体１２の後端側に設けられ、コネクタ本体１２の外周面より外方へ突出し
て形成された鍔部１６が設けられている。
【００２５】
　図２は、コネクタ本体１２の構成を示す斜視図である。図３は、コネクタ本体１２の構
成を示す断面図であり、図３（ａ）は、コネクタ本体１２における水平方向の断面図であ
り、図３（ｂ）は、コネクタ本体における垂直方向の断面図である。図４は、平面型光導
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波路１４の構成を示す斜視図である。
【００２６】
　コネクタ本体１２は、幅広で略角形に合成樹脂で金型成形等により成形される。コネク
タ本体１２は、例えば、エポキシ樹脂等の熱硬化性樹脂を用いたトランスファ成形や、ポ
リフェニレンサルファイド樹脂（ＰＰＳ）や液晶ポリマ（ＬＣＰ）等の熱可塑性樹脂を用
いた射出成形等により成形される。
【００２７】
　コネクタ本体１２は、平面型光導波路１４を挿入する光導波路挿入口１８と、平面型光
導波路１４を挿通する光導波路挿通路２０と、平面型光導波路１４の先端を露出させる光
導波路露出部２２と、を有している。
【００２８】
　光導波路挿入口１８は、コネクタ本体後端面２４に設けられ、平面型光導波路１４をコ
ネクタ本体１２に挿入する機能を有している。光導波路挿入口１８は、例えば、コネクタ
本体後端面２４の略中央に設けられ、平面型光導波路１４を挿入可能な大きさで幅広の略
矩形状に形成される。光導波路挿通路２０は、コネクタ本体１２に設けられ、光導波路挿
入口１８と連通し、平面型光導波路１４を挿通する機能を有している。光導波路露出部２
２は、コネクタ本体前端面２６に設けられ、光導波路挿通路２０と連通し、平面型光導波
路１４の先端を露出させる機能を有している。光導波路露出部２２は、例えば、平面型光
導波路１４の先端面と略同じ大きさで形成される。
【００２９】
　コネクタ本体１２は、他の光コネクタとコネクタ接続等するときにコネクタ本体１２を
案内して位置決めするガイドピンが挿入される少なくとも１つのガイド穴３０を有してい
る。ガイド穴３０は、例えば、コネクタ本体１２に一対で設けられる。
【００３０】
　平面型光導波路１４は、図４に示すように、並列に１列に配列された複数のコア３４と
、複数のコア３４を囲むクラッド３６とを備え、例えば、略矩形状に形成される。平面型
光導波路１４には、マルチモード型の平面型光導波路、あるいはシングルモード型の平面
型光導波路等を用いることができる。平面型光導波路１４には、合成樹脂で形成されるフ
レキシブルな高分子製平面型光導波路や石英ガラスで形成される石英ガラス製平面型光導
波路等が用いられる。高分子製平面型光導波路には、例えば、ポリイミド樹脂で形成され
た平面型光導波路が用いられる。
【００３１】
　コネクタ本体１２は、光導波路露出部２２に設けられ、光導波路挿通路２０の通路底面
から平面型光導波路１４の挿通方向に対して略直交方向に突出して形成され、平面型光導
波路１４を嵌合してコネクタ本体１２に位置決めする嵌合突起３８を有している。また、
平面型光導波路１４は、平面型光導波路１４の先端面に設けられ、平面型光導波路１４の
クラッド３６に平面型光導波路１４の光軸方向に対して略直交方向に溝状に形成され、嵌
合突起３８と嵌合される嵌合溝４０を有している。
【００３２】
　嵌合突起３８は、例えば、光導波路挿通路２０の通路底面から矩形状に突出した柱状の
矩形突起で形成されることが好ましい。嵌合突起３８は、例えば、平面型光導波路１４の
厚みと略同じ高さで形成され、平面型光導波路１４における隣接するコア３４とコア３４
との間の間隔より小さい幅で形成され、平面型光導波路１４における嵌合溝４０の溝深さ
と略同じ奥行で直方体状に形成される。
【００３３】
　嵌合突起３８は、光導波路露出部２２に少なくとも１つ設けられる。また、嵌合突起３
８は、光導波路露出部２２の一端から他端まで平面型光導波路１４のコア列方向に沿って
所定間隔で設けられることが好ましい。光導波路露出部２２は、例えば、平面型光導波路
１４のコア列方向に１列に配列された複数の嵌合突起３８により仕切られて、平面型光導
波路１４の各々コア３４を露出させる複数のコア孔４１が形成される。嵌合突起３８は、
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例えば、コネクタ本体１２に合成樹脂で一体成形されて設けられる。
【００３４】
　平面型光導波路１４は、図４に示すように、平面型光導波路１４の先端面に設けられ、
平面型光導波路１４のクラッド３６に平面型光導波路１４の光軸方向に対して略直交方向
に溝状に形成され、嵌合突起３８と嵌合される嵌合溝４０を有している。嵌合溝４０は、
平面型光導波路１４における先端面のクラッド３６に少なくとも１つ設けられる。嵌合溝
４０は、隣接するコア３４とコア３４との間のクラッド３６に各々設けられ、平面型光導
波路上面４２から平面型光導波路下面４４まで平面型光導波路１４の厚み方向に貫通させ
た矩形溝で形成されることが好ましい。
【００３５】
　嵌合溝４０は、平面型光導波路１４の隣接するコア３４とコア３４との間の間隔より狭
い溝幅で形成され、平面型光導波路１４の各々コア３４に接触しないように設けられる。
嵌合溝４０は、嵌合突起３８の奥行と略同じ溝深さで形成される。また、嵌合溝４０の溝
底面は、嵌合突起３８と当接することにより平面型光導波路１４の長手方向の位置を規制
する位置規制面としての機能を有しており、嵌合溝４０の溝側面は、嵌合突起３８と当接
することにより平面型光導波路１４の幅方向の位置を規制する位置規制面としての機能を
有している。嵌合溝４０は、例えば、平面型光導波路１４の先端面をダイジング加工また
はレーザ加工等することにより形成される。
【００３６】
　このように、嵌合突起３８は、コネクタ本体１２に凸状に設けられ、平面型光導波路１
４を嵌合してコネクタ本体１２に位置決めする嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合
溝４０は、平面型光導波路１４に凹状に設けられ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部として
の機能を備えている。
【００３７】
　次に、コネクタ本体１２に平面型光導波路１４を装着して光コネクタ１０を組み立てる
組立方法について説明する。
【００３８】
　平面型光導波路１４は、嵌合溝４０が設けられた先端面をコネクタ本体１２に向けて光
導波路挿入口１８から挿入され、先端面が光導波路露出部２２に達するまで光導波路挿通
路２０で挿通される。そして、平面型光導波路１４は、先端面の嵌合溝４０を嵌合突起３
８に嵌合させることによりコネクタ本体１２に位置決めされる。このため、平面型光導波
路１４の各々コア３４は、光導波路露出部２２のコア孔４１から精度よく位置決めされて
露出される。平面型光導波路１４は、コネクタ本体１２に位置決めされた後、接着剤等で
コネクタ本体１２に固着される。以上により、光コネクタ１０の組み立てが完了する。
【００３９】
　なお、コネクタ本体は、コネクタ本体前端面２６の光導波路露出部２２から開口され、
光導波路挿通路２０と連通し、平面型光導波路１４の挿通方向に対して略直交方向に凹状
に形成された凹部と、凹部を覆う蓋体とを備えるように構成されてもよい。図５は、他の
コネクタ本体５０の構成を示す斜視図である。なお、同様な要素には同一の符号を付し、
詳細な説明を省略する。
【００４０】
　凹部５２は、コネクタ本体５０の光導波路露出部２２から開口され、光導波路挿通路２
０と連通し、コネクタ本体５０の上面から平面型光導波路１４の挿通方向に対して略直交
方向に凹状に形成される。コネクタ本体５０に凹部５２を設けることにより、平面型光導
波路１４の嵌合溝４０がコネクタ本体５０の嵌合突起３８に嵌め込まれた状態を外観で確
認できるので、平面型光導波路１４におけるコア位置の位置精度をより向上させることが
できる。また、コネクタ本体５０の凹部５２から平面型光導波路１４をコネクタ本体５０
に固着する接着剤を充填することができるので、接着剤の充填量を調節しながら平面型光
導波路１４を接着することができる。それにより、平面型光導波路１４の固着後に行われ
る余分な接着剤を除去するための研磨工程等を省略できる。
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【００４１】
　蓋体５４は、コネクタ本体５０の凹部５２に嵌合され、平面型光導波路１４を覆って粉
塵等から保護する機能を有している。蓋体５４は、凹部５２に挿入可能な大きさで成形さ
れ、例えば、エポキシ樹脂等の合成樹脂で矩形状に形成される。蓋体５４は、蓋体下面を
嵌合突起３８の上端面に当接させて凹部５２に嵌合される。
【００４２】
　また、コネクタ本体は、嵌合突起３８が設けられた前端面側を別体として構成されても
よい。図６は、別なコネクタ本体６０の構成を示す斜視図である。なお、同様な要素には
同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００４３】
　コネクタ本体６０は、平面型光導波路１４を保持する第１本体部６２と、第１本体部６
２の前端面に取り付けられ、光導波路露出部２２を含む第２本体部６４と、を備えている
。
【００４４】
　第１本体部６２は、第１本体部６２の後端面に設けられる光導波路挿入口１８と、光導
波路挿入口１８と連通する光導波路挿通路２０と、を備えている。また、第１本体部６２
は、第１本体部６２の前端面６６に設けられ、光導波路挿通路２０と連通し、平面型光導
波路１４の先端部を突出させる光導波路突出口６８を有している。また、第１本体部６２
には、ガイドピンを挿入する一対のガイド穴３０が設けられている。
【００４５】
　第２本体部６４は、第１本体部６２の前端面と当接して第１本体部６２に取り付けられ
る。第２本体部６４は、平面型光導波路１４の先端部が挿入され、平面型光導波路１４の
先端を露出させる光導波路露出部２２を備えている。光導波路露出部２２には、平面型光
導波路１４のコア位置を位置決めする複数の嵌合突起３８が設けられる。また、光導波路
露出部２２には、各嵌合突起３８で仕切られて形成され、平面型光導波路１４の各コアが
露出される複数のコア孔４１が設けられている。第２本体部６４は、光導波路露出部２２
の両側にガイドピンが挿入される一対のガイド穴３０ａが設けられている。第１本体部６
２と第２本体部６４とは、エポキシ樹脂等の同じ合成樹脂で形成されることが好ましい。
【００４６】
　平面型光導波路１４は、平面型光導波路１４の先端部を光導波路突出口６８から突出さ
せて第１本体部６２に取り付けられる。次に、平面型光導波路１４の先端面に設けられた
嵌合溝４０に、第２本体部６４の光導波路露出部２２に設けられた嵌合突起３８を嵌め込
んで第２本体部６４を第１本体部６２に取り付ける。それにより、平面型光導波路１４は
、平面型光導波路１４のコア位置の精度をより向上させてコネクタ本体６０に装着される
。嵌合突起３８を有する第２本体部６４を第１本体部６２と別体で形成することにより、
例えば、同じ形状の光導波路突出口６８を有する外形形状の異なる第１本体部に対しても
同一形状の第２本体部６４を取り付けることができる。
【００４７】
　なお、第２本体部６４を透明樹脂等の光学樹脂で形成し、光導波路露出部２２に平面型
光導波路１４で伝送される信号光を集光する集光レンズや、ＰＣ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃ
ｏｎｔａｃｔ）用突起等の凸曲面突起を設けてもよい。図７は、光導波路露出部に凸曲面
突起を設けた光コネクタ６０ａにおける垂直方向の断面図である。
【００４８】
　光コネクタ６０ａは、エポキシ樹脂等で形成される第１本体部６２と、光学樹脂で形成
される第２本体部６４ａと、を備えている。第２本体部６４ａの光導波路露出部２２には
、光学樹脂で形成される凸曲面突起６９が設けられる。凸曲面突起６９は、第２本体部６
４ａと一体で成形されることが好ましい。凸曲面突起６９は、各嵌合突起３８で仕切られ
て形成された各コア孔４１に各々設けられる。光導波路露出部２２に集光レンズを設ける
場合には、凸曲面突起６９は、例えば、凸レンズで形成され、平面型光導波路１４で伝送
される信号光を集光して凸曲面突起６９から出射することができる。また、光導波路露出
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部２２にＰＣ用突起を設ける場合には、凸曲面突起６９は、例えば、凸球面突起で形成さ
れ、凸曲面突起６９を弾性変形させて他の平面型光導波路と直接接触させることにより信
号光の反射を抑えて他の光コネクタと接続することができる。
【００４９】
　また、光コネクタに装着される平面型光導波路には、２層等の複数層の平面型光導波路
層を積層して構成される平面型光導波路積層体を用いてもよい。図８は、光コネクタ７０
の構成を示す斜視図である。光コネクタ７０は、平面型光導波路積層体７２をコネクタ本
体７４に装着して構成される。
【００５０】
　平面型光導波路積層体７２は、例えば、図４に示される平面型光導波路１４からなる平
面型光導波路層を厚み方向に２層積層して構成される。平面型光導波路積層体７２は、各
平面型光導波路層の嵌合溝４０が一致するようにして積層されて形成される。平面型光導
波路積層体７２の嵌合溝は、平面型光導波路積層体７２の光軸方向に対して略直交方向に
溝状に設けられ、平面型光導波路積層体上面から平面型光導波路積層体下面まで平面型光
導波路積層体７２の厚み方向に貫通させた矩形溝で形成される。
【００５１】
　コネクタ本体７４は、コネクタ本体７４の前端面に設けられ、平面型光導波路積層体７
２の先端面が露出可能な大きさで形成される光導波路露出部２２ａを有している。光導波
路露出部２２ａは、平面型光導波路積層体７２の嵌合溝と嵌合され、平面型光導波路積層
体７２をコネクタ本体７４に位置決めする少なくとも１つの嵌合突起３８ａを有している
。また、嵌合突起３８ａは、平面型光導波路積層体７２のコア列方向に沿って隣接するコ
ア３４の間のクラッド３６に各々設けられることが好ましい。嵌合突起３８ａは、平面型
光導波路積層体７２の厚みと略同じ高さで形成される。例えば、嵌合突起３８ａの高さは
、図１に示す嵌合突起３８の高さの略２倍で形成される。また、また、光導波路露出部２
２ａには、各嵌合突起３８ａで仕切られて形成され、平面型光導波路積層体７２の各コア
が露出される少なくとも１つのコア孔４１ａが設けられている。
【００５２】
　平面型光導波路積層体７２は、平面型光導波路積層体７２の嵌合溝をコネクタ本体７４
の嵌合突起３８ａに嵌合させることにより、平面型光導波路積層体７２がコネクタ本体７
４に位置決めされる。それにより、平面型光導波路積層体７２におけるコア位置の位置精
度をより向上させた二次元配列型の光コネクタ７０が組み立てられる。なお、上述した光
コネクタ７０では、２層に積層して構成された平面型光導波路積層体７２について説明し
たが、平面型光導波路積層体７２は、２層に限定されることなく、３層等の複数層で構成
されてもよい。
【００５３】
　次に、本発明に係る第２実施形態について説明する。
【００５４】
　図９は、光コネクタ８０の構成を示す斜視図である。図１０は、コネクタ本体８２の構
成を示す斜視図である。図１１は、コネクタ本体８２の構成を示す断面図であり、図１１
（ａ）は、コネクタ本体８２における水平方向の断面図であり、図１１（ｂ）は、コネク
タ本体８２における垂直方向の断面図である。図１２は、平面型光導波路８４の構成を示
す斜視図である。なお、同様な要素には同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００５５】
　光コネクタ８０は、幅広で略角形にエポキシ樹脂等の合成樹脂で形成されるコネクタ本
体８２を備えている。コネクタ本体８２は、コネクタ本体後端面８６に設けられ、平面型
光導波路８４を挿入する光導波路挿入口１８と、コネクタ本体８２に設けられ、光導波路
挿入口１８と連通し、平面型光導波路８４を挿通する光導波路挿通路２０と、コネクタ本
体前端面８８に設けられ、光導波路挿通路２０と連通し、平面型光導波路８４の先端を露
出させる光導波路露出口９０と、を備えている。光導波路露出口９０は、平面型光導波路
８４の先端面と略同じ大きさで形成される。
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【００５６】
　コネクタ本体８２は、他の光コネクタとコネクタ接続等するときにコネクタ本体８２を
案内して位置決めするガイドピンが挿入される少なくとも１つのガイド穴３０を有してい
る。ガイド穴３０は、例えば、コネクタ本体８２に一対で設けられる。
【００５７】
　コネクタ本体８２は、光導波路挿通路２０の通路底面に設けられ、光導波路露出口９０
から平面型光導波路８４の挿通方向に沿って突出して形成され、平面型光導波路８４を嵌
合してコネクタ本体８２に位置決めする嵌合凸条９２を有している。嵌合凸条９２は、平
面型光導波路８４の挿通方向に対して略直交方向に突出して形成される。
【００５８】
　嵌合凸条９２は、平面型光導波路８４の挿通方向に対して略直交方向の断面を略三角形
状等の山型状に形成された突起である山型突起や、略円弧状のＲ型形状に形成された突起
である円弧突起で形成されることが好ましい。勿論、嵌合凸条９２は、山型突起や円弧突
起等に限定されることはない。
【００５９】
　嵌合凸条９２は、光導波路挿通路２０の通路底面に少なくとも１つ設けられる。嵌合凸
条９２は、光導波路挿通路２０における一方の通路側壁から他方の通路側壁まで所定間隔
で複数設けられ、平面型光導波路８４のコア列方向に沿って形成されることが好ましい。
嵌合凸条９２は、例えば、平面型光導波路８４の厚みより小さい高さで形成され、平面型
光導波路８４における隣接するコア３４とコア３４との間隔よりも小さい幅で形成される
。嵌合凸条９２は、例えば、コネクタ本体８２に合成樹脂で一体成形されて設けられる。
【００６０】
　平面型光導波路８４は、平面型光導波路８４のクラッド３６に先端面から光軸方向に沿
って溝状に形成され、嵌合凸条９２と嵌合される嵌合凹条９６を有している。嵌合凹条９
６は、平面型光導波路下面９４に平面型光導波路８４の先端面から平面型光導波路８４の
光軸方向に沿って所定長さで少なくとも１つ設けられる。また、嵌合凹条９６は、隣接す
るコア３４とコア３４との間のクラッド３６に平面型光導波路８４の先端面から平面型光
導波路８４の光軸方向に沿って所定長さで各々形成されることが好ましい。嵌合凹条９６
における長手方向の長さは、嵌合凸条９２の長手方向の長さと略同じであることが好まし
い。
【００６１】
　嵌合凹条９６は、平面型光導波路８４の光軸方向に対して略直交方向の断面を、略三角
形状したＶ溝や、略円弧状にした円弧溝で形成されることが好ましい。例えば、コネクタ
本体８２の嵌合凸条９２が山型突起で形成される場合には、平面型光導波路８４の嵌合凹
条９６はＶ溝で形成され、コネクタ本体８２の嵌合凸条９２が円弧突起で形成される場合
には、平面型光導波路８４の嵌合凹条９６は円弧溝で形成される。勿論、嵌合凹条９６は
、Ｖ溝や円弧溝等に限定されることはない。また、嵌合凹条９６の内周面は、嵌合凸条９
２と当接することにより平面型光導波路８４の幅方向の位置を規制する位置規制面として
の機能を有している。
【００６２】
　平面型光導波路８４は、平面型光導波路下面９４に設けられた嵌合凹条９６をコネクタ
本体８２の嵌合凸条９２に嵌合させてコネクタ本体８２に位置決めされる。それにより、
平面型光導波路８４におけるコア位置の位置精度をより向上させることができる。このよ
うに、嵌合凸条９２は、コネクタ本体８２に凸状に設けられ、平面型光導波路８４を嵌合
してコネクタ本体８２に位置決めする嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合凹条９６
は、平面型光導波路８４に凹状に設けられ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部としての機能
を備えている。
【００６３】
　次に、本発明に係る第３実施形態について説明する。
【００６４】
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　図１３は、光コネクタ１００の構成を示す斜視図である。図１４は、光コネクタ１００
における要部の拡大図である。図１５は、光コネクタ１００における平面型光導波路挿通
方向の断面図である。図１６は、光コネクタ１００を光モジュール１０１に取り付けた状
態を示す平面型光導波路挿通方向の断面図である。なお、同様な要素には同一の符号を付
し、詳細な説明を省略する。
【００６５】
　光コネクタ１００は、光素子部品としての機能を有する光モジュール１０１の光素子１
０２に対向して配置され、平面型光導波路１４と光素子１０２との間を光結合する機能を
有している。光素子１０２は、発光素子または受光素子で構成され、光モジュール１０１
の光入出力端としての機能を有している。発光素子には、面発光素子型レーザダイオード
（ＶＣＳＥＬ：Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｃａｖｉｔｙ　Ｓｕｒｆａｃｅ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　
Ｌａｓｅｒ）等が用いられ、受光素子には、フォトダイオード（ＰＤ：Ｐｈｏto　Ｄｉｏ
ｄｅ）等が用いられる。
【００６６】
　光コネクタ１００は、幅広で略角形にエポキシ樹脂等の合成樹脂で形成されるコネクタ
本体１０３を備えている。コネクタ本体１０３は、コネクタ本体１０３の後端面から略中
央まで溝状に設けられ、平面型光導波路１４を挿通する光導波路挿通溝１０４と、光導波
路挿通溝１０４の前溝壁に設けられ、平面型光導波路１４の光軸方向の延長上に対して傾
斜して形成され、平面型光導波路１４を伝搬する信号光の光軸方向を反射により変更させ
る光路変更面１０６と、を備えている。
【００６７】
　光導波路挿通溝１０４は、平面型光導波路１４を挿通して配置可能に設けられ、平面型
光導波路１４の幅より大きい溝幅で形成され、平面型光導波路１４の厚みより深い溝深さ
で形成される。光導波路挿通溝１０４の溝周縁には、後述するシート状の透光部材１０８
を当接して取り付ける透光部材取付部１１０が設けられる。
【００６８】
　光路変更面１０６は、光導波路挿通溝１０４の前溝壁に光素子１０２と対向するように
設けられ、平面型光導波路１４の先端面と対向して平面型光導波路１４の光軸方向の延長
上に傾斜して形成され、平面型光導波路１４を伝搬する信号光の光軸方向を反射により変
更させて平面型光導波路１４と光素子１０２との間を光結合させる機能を有している。光
路変更面１０６は、例えば、光導波路挿通溝１０４の溝底面からコネクタ本体１０３の前
端面側に広がるように傾斜させて形成される。光路変更面１０６は、例えば、傾斜面に金
属蒸着等した反射ミラーで構成される。
【００６９】
　光路変更面１０６は、平面型光導波路１４の光軸方向に対して略４５度傾斜して形成さ
れることが好ましい。それにより、光コネクタ１００を光モジュール１０１に設置したと
きに、光モジュール１０１に設けられた光素子１０２の上方に位置して光素子１０２の発
光面または受光面と対面し、平面型光導波路１４の先端面から出射された信号光を略９０
度に屈曲させて光素子１０２に入射させることができ、光素子１０２から出射された信号
光を略９０度に屈曲させて平面型光導波路１４に入射させることができる。
【００７０】
　光路変更面１０６の傾斜角度は、平面型光導波路１４の光軸方向に対して略４５度の傾
斜角が好ましいが、必ずしも略４５度に限定されることはない。光路変更面１０６は、平
面型光導波路１４の先端面から出射された信号光が光素子１０２に入射するような反射が
可能であり、光素子１０２から出射された信号光が平面型光導波路１４に入射するような
反射が可能である傾斜角度で形成される。
【００７１】
　光路変更面１０６は、平面型光導波路１４から出射された信号光を集光する凹鏡面を有
していることが好ましい。凹鏡面は、平面型光導波路１４の光軸方向の延長上に形成され
、平面型光導波路１４から出射された信号光を光素子１０２に正しく焦点を結ぶように集
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光し、光素子１０２から出射された信号光を平面型光導波路１４の先端面に正しく焦点を
結ぶように信号光を集光させることができる。信号光を集光させることにより信号光の拡
散を抑制できるので、平面型光導波路１４と光素子１０２との間の光結合効率を向上させ
ることができる。凹鏡面は、例えば、球面、あるいは回転放物線面（パラボラ面）等の非
球面で形成される。凹鏡面は、平面型光導波路１４のコア３４ごとに光路変更面１０６に
複数個設けられることが好ましい。
【００７２】
　透光部材１０８は、光学樹脂や光学ガラス等でシート状に形成され、光路変更面１０６
を覆い、透光部材取付部１１０に取り付けられる。透光部材１０８は、使用される信号波
長（例えば、８５０ｎｍ、１３１０ｎｍ、１５５０ｎｍ等）の光を効率よく透過する光学
樹脂で形成されることが好ましい。光学樹脂には、ＰＣ（ポリカーボネイト樹脂）、ＰＥ
Ｉ（ポリエーテルイミド樹脂）、ＰＰＡ（ポリフタルアミド樹脂）等を用いることができ
る。平面型光導波路１４の先端面から出射され、光路変更面１０６で反射された信号光は
、透光部材１０８を透過して光素子１０２に入射される。また、光素子１０２から出射さ
れた信号光は、透光部材１０８を透過して光路変更面１０６で反射され平面型光導波路１
４の先端面に入射される。
【００７３】
　透光部材１０８に信号光が入出射する透光部材光入出射面１０９には、信号光の信号波
長より小さい周期で凹凸状に配列されて形成された凹凸部が設けられることが好ましい。
周知のように透光部材光入出射面１０９に信号光の信号波長より小さい周期で凹凸状に配
列された微細な凹凸部を形成することにより、透光部材光入出射面１０９での信号光の反
射を無反射状態にすることができる。微細凹凸部は、例えば、精密な金型を用いて透光部
材光入出射面１０９に直接形成することができる。
【００７４】
　また、反射防止膜を透光部材光入出射面１０９に設けることにより、透光部材光入出射
面１０９での信号光の反射を防止してもよい。反射防止膜は、例えば、誘電体材料を透光
部材光入出射面１０９に塗布、真空蒸着またはスパッタリング等することにより形成され
る。更に、光減衰膜を透光部材光入出射面１０９に設けることにより、信号光の光強度を
低下させることができるので目の安全性をより向上させることができる。光減衰膜は、例
えば、金属材料等をスパッタリングして形成される。
【００７５】
　コネクタ本体１０３は、コネクタ本体１０３を光モジュール１０１に位置決めするガイ
ドピンが挿入される少なくとも１つのガイド穴１１２を有している。例えば、光モジュー
ル１０１に突出させて設けられたガイドピンをガイド穴１１２に挿入してコネクタ本体１
０３を取り付けることにより、コネクタ本体１０３を光モジュール１０１の光素子１０２
に精度よく対向させて位置決めできる。ガイド穴１１２は、例えば、光導波路挿通溝１０
４を挟んで光路変更面１０６の近傍に一対で設けられる。光コネクタ１００は、ガイドピ
ンで案内されて、光路変更面１０６が光モジュール１０１の光素子１０２に対面して位置
するように光モジュール１０１に取り付けられる。なお、光モジュール１０１にコネクタ
本体１０３を位置決めするガイド穴を設け、コネクタ本体１０３に光モジュール１０１の
ガイド穴に挿入されるガイドピンを設けてもよい。
【００７６】
　コネクタ本体１０３は、光導波路挿通溝１０４の溝底面に光路変更面１０６と対向して
設けられ、光導波路挿通溝１０４の溝底面から平面型光導波路１４の挿通方向に対して略
直交方向に突出して形成され、平面型光導波路１４を嵌合してコネクタ本体１０３に位置
決めする嵌合突起１１４を有している。また、平面型光導波路１４は、平面型光導波路１
４の先端面に設けられ、平面型光導波路１４のクラッド３６に平面型光導波路１４の光軸
方向に対して略直交方向に溝状に形成され、嵌合突起１１４と嵌合される嵌合溝４０を有
している。平面型光導波路１４には、上述した第１実施形態の光コネクタ１０に用いられ
る平面型光導波路と同じものが用いられる。
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【００７７】
　嵌合突起１１４は、光路変更面１０６の近傍に設けられることが好ましく、光路変更面
１０６の縁に設けられることがより好ましい。嵌合突起１１４は、嵌合突起３８と同様の
形状で形成され、例えば、矩形状に突出した矩形突起で形成される。嵌合突起１１４は、
光導波路挿通溝１０４に少なくとも１つ設けられる。また、嵌合突起１１４は、光導波路
挿通溝１０４における一方の溝側壁から他方の溝側壁まで所定間隔で複数設けられ、平面
型光導波路１４のコア列方向に沿って柱状に形成されることが好ましい。嵌合突起１１４
は、例えば、コネクタ本体１０３に合成樹脂で一体成形されて設けられる。
【００７８】
　平面型光導波路１４は、上述した図４に示すように、嵌合突起１１４と嵌合される嵌合
溝４０を有している。嵌合溝４０は、平面型光導波路１４における先端面のクラッド３６
に少なくとも１つ設けられる。嵌合溝４０は、隣接するコア３４とコア３４との間のクラ
ッド３６に各々設けられ、平面型光導波路上面４２から平面型光導波路下面４４まで平面
型光導波路１４の厚み方向に貫通させた矩形溝で形成されることが好ましい。また、嵌合
溝４０の溝底面は、嵌合突起１１４と当接することにより平面型光導波路１４の長手方向
の位置を規制する位置規制面としての機能を有しており、嵌合溝４０の溝側面は、嵌合突
起１１４と当接することにより平面型光導波路１４の幅方向の位置を規制する位置規制面
としての機能を有している。
【００７９】
　平面型光導波路１４は、先端面の嵌合溝４０を嵌合突起１１４に嵌合させて光導波路挿
通溝１０４に配置される。それにより、平面型光導波路１４は、コア位置の位置精度をよ
り向上させてコネクタ本体１０３に装着される。このように、嵌合突起１１４は、コネク
タ本体１０３に凸状に設けられ、平面型光導波路１４を嵌合してコネクタ本体１０３に位
置決めする嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合溝４０は、平面型光導波路１４に凹
状に設けられ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部としての機能を備えている。
【００８０】
　次に、光コネクタ１００の作用について説明する。
【００８１】
　光コネクタ１００は、図１６に示すように、回路基板１１５に配置された光モジュール
１０１の光素子１０２に対向して配置され、光路変更面１０６側を光モジュール１０１に
向けて取り付けられ、平面型光導波路１４と光素子１０２との間を光結合する。光コネク
タ１００は、コネクタ本体１０３のガイド穴１１２に光モジュール１０１に設けられたガ
イドピンを挿通して、光モジュール１０１に位置決めされる。光コネクタ１００は、ガイ
ドピンで案内されて、光路変更面１０６が光素子１０２の光軸方向の延長上に位置決めさ
れる。
【００８２】
　光素子１０２が受光素子である場合には、平面型光導波路１４で伝送された信号光は、
光路変更面１０６で反射により略９０度に屈曲させて光モジュール１０１の光素子１０２
に入射される。また、光素子１０２が発光素子である場合には、光モジュール１０１の光
素子１０２から出射された信号光は、光路変更面１０６で反射により略９０度に屈曲され
て平面型光導波路１４の光軸方向に向けられ、平面型光導波路１４の先端面に入射される
。このようにして、光コネクタ１００により、平面型光導波路１４と光素子１０２との間
が光結合される。
【００８３】
　次に、本発明の第４実施形態について説明する。
【００８４】
　図１７は、光コネクタ１２０の構成を示す斜視図である。図１８は、光コネクタ１２０
における要部の拡大図である。図１９は、光コネクタ１２０における光導波路挿通方向の
断面図である。なお、同様な要素には同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００８５】
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　光コネクタ１２０は、光モジュール１０１の光素子１０２に対向して配置され、平面型
光導波路８４と光素子１０２との間を光結合する機能を有している。なお、光コネクタ１
２０は、図１６に示される第３実施形態の光コネクタ１００と同様にして光モジュール１
０１に取り付けられる。
【００８６】
　光コネクタ１２０は、幅広で略角形にエポキシ樹脂等の合成樹脂で形成されるコネクタ
本体１２２を備えている。コネクタ本体１２２は、コネクタ本体１２２の後端面から略中
央まで溝状に設けられ、平面型光導波路８４を挿通して配置する光導波路挿通溝１０４と
、光導波路挿通溝１０４の前溝壁に光素子１０２と対向するように設けられ、平面型光導
波路８４の光軸方向の延長上に対して傾斜して形成され、平面型光導波路８４を伝搬する
信号光の光軸方向を反射により変更させて平面型光導波路８４と光素子１０２との間を光
結合させる光路変更面１０６と、を備えている。
【００８７】
　光導波路挿通溝１０４の溝周縁には、シート状の透光部材１０８を当接して取り付ける
透光部材取付部１１０が設けられている。また、コネクタ本体１２２は、光コネクタ１２
０を光モジュール１０１に位置決めするガイドピンが挿通される一対のガイド穴１１２を
有している。
【００８８】
　コネクタ本体１２２は、光導波路挿通溝１０４の溝底面に設けられ、光路変更面１０６
の面縁から平面型光導波路８４の挿通方向に沿って突出して設けられ、平面型光導波路８
４を嵌合してコネクタ本体１２２に位置決めする嵌合凸条１２４を有している。また、平
面型光導波路８４は、クラッド３６に平面型光導波路８４の先端面から光軸方向に沿って
溝状に形成され、嵌合凸条１２４と嵌合される嵌合凹条９６を有している。平面型光導波
路８４には、上述した第２実施形態の光コネクタ８０に用いられる平面型光導波路と同じ
ものが用いられる。
【００８９】
　嵌合凸条１２４は、嵌合凸条９２と同様な形状で形成され、平面型光導波路８４の挿通
方向に対して略直交方向の断面を略三角形状等の山型状に形成された突起である山型突起
や、略円弧状のＲ型形状に形成された突起である円弧突起で形成されることが好ましい。
勿論、嵌合凸条１２４は、山型突起や円弧突起等に限定されることはない。嵌合凸条１２
４は、平面型光導波路８４の厚みより小さい高さで形成され、平面型光導波路８４におけ
る隣接するコア３４とコア３４との間隔よりも小さい幅で形成される。
【００９０】
　嵌合凸条１２４は、光導波路挿通溝１０４の溝底面に少なくとも１つ設けられる。嵌合
凸条１２４は、光導波路挿通溝１０４における一方の溝側壁から他方の溝側壁まで所定間
隔で複数設けられ、平面型光導波路８４のコア列方向に沿って複数設けられることが好ま
しい。嵌合凸条１２４は、例えば、コネクタ本体１２２に合成樹脂で一体成形されて設け
られる。
【００９１】
　平面型光導波路８４は、上述した図１２に示すように、嵌合凸条１２４と嵌合される嵌
合凹条９６を有している。嵌合凹条９６は、平面型光導波路下面９４に平面型光導波路８
４の先端面から平面型光導波路８４の光軸方向に沿って所定長さで少なくとも１つ設けら
れ、隣接するコア３４とコア３４との間のクラッド３６に平面型光導波路８４の先端面か
ら平面型光導波路８４の光軸方向に沿って所定長さで各々形成されることが好ましい。ま
た、嵌合凹条９６の内周面は、嵌合凸条１２４と当接することにより平面型光導波路８４
の幅方向の位置を規制する位置規制面としての機能を有している。
【００９２】
　平面型光導波路８４は、平面型光導波路下面９４に設けられた嵌合凹条９６を嵌合凸条
１２４に嵌合させて光導波路挿通溝１０４に配置される。それにより、平面型光導波路８
４は、コア位置の位置精度をより向上させてコネクタ本体１２２に装着される。このよう
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に、嵌合凸条１２４は、コネクタ本体１２２に凸状に設けられ、平面型光導波路８４を嵌
合してコネクタ本体１２２に位置決めする嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合凹条
９６は、平面型光導波路８４に凹状に設けられ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部としての
機能を備えている。
【００９３】
　なお、コネクタ本体１２２の光路変更面１０６が設けられた部位には、信号光を透過さ
せるため透光部材１０８が取り付けられる。光コネクタ１２０は、回路基板１１５に配置
された光モジュール１０１の光素子１０２に対向して、光路変更面１０６側を光モジュー
ル１０１に向けて取り付けられ、平面型光導波路８４と光素子１０２との間を光結合し、
第３実施形態の光コネクタ１００と同様の作用を有している。
【００９４】
　次に、本発明に係る第５実施形態について説明する。
【００９５】
　図２０は、光コネクタ１３０の構成を示す斜視図である。図２１は、平面型光導波路１
３２の構成を示す斜視図である。図２２は、光コネクタ１３０の光導波路挿通方向におけ
る要部の断面斜視図である。図２３は、光コネクタ１３０を光モジュール１０１に取り付
けた状態を示す光導波路挿通方向の断面図である。なお、同様な要素には同一の符号を付
し、詳細な説明を省略する。
【００９６】
　光コネクタ１３０は、光モジュール１０１の光素子１０２に対向して配置され、平面型
光導波路１３２と光素子１０２との間を光結合する機能を有している。
【００９７】
　光コネクタ１３０は、幅広で略角形にエポキシ樹脂等の合成樹脂で形成されるコネクタ
本体１３４を備えている。コネクタ本体１３４は、コネクタ本体１３４の後端面から略中
央まで溝状に設けられ、平面型光導波路１３２を挿通して配置する光導波路挿通溝１３６
を備えている。光導波路挿通溝１３６の前溝壁は、溝底面に対して略垂直に形成されてい
る。
【００９８】
　光導波路挿通溝１３６の溝周縁には、シート状の透光部材１０８を当接して取り付ける
透光部材取付部１１０が設けられている。また、コネクタ本体１３４は、光コネクタ１３
０を光モジュール１０１に位置決めするガイドピンが挿通される一対のガイド穴１１２を
有している。
【００９９】
　平面型光導波路１３２は、図２１に示すように、平面型光導波路１３２の先端面近傍に
光素子１０２と対向するように設けられ、平面型光導波路１３２の光軸方向に対して傾斜
して形成され、平面型光導波路１３２の光軸方向を信号光の内部反射により変更させて平
面型光導波路１３２と光素子１０２との間を光結合させる光路変更面１３８を有している
。ここで、内部反射とは、透明体内に入射した光が、透明体を透過することなく外部との
境界面（空気等との境界面）で反射することをいう。
【０１００】
　光路変更面１３８は、平面型光導波路１３２の光軸方向に対して略４５度傾斜して形成
されることが好ましい。それにより、光コネクタ１３０を光モジュール１０１に設置した
ときに、光路変更面１３８は、光素子１０２の上方に位置して光素子１０２の発光面また
は受光面と対面し、平面型光導波路１３２で伝送された信号光を内部反射で略９０度に屈
曲させて光素子１０２に入射させ、光素子１０２からの出射された信号光を内部反射で略
９０度に屈曲させて平面型光導波路１３２で伝送させることができる。
【０１０１】
　なお、光路変更面１３８の傾斜角度は、平面型光導波路１３２の光軸方向に対して略４
５度の傾斜角が好ましいが、必ずしも略４５度に限定されることはない。光路変更面１３
８は、平面型光導波路１３２で伝送された信号光が光素子１０２に入射する内部反射が可
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能であり、光素子１０２から出射された信号光が平面型光導波路１３２の光軸方向に向く
内部反射が可能である傾斜角度で形成される。なお、光路変更面１３８は、平面型光導波
路１３２の先端面近傍をダイジング加工またはレーザ加工等により形成することができる
。
【０１０２】
　透光部材１０８は、光学樹脂や光学ガラス等で、例えば、シート状に形成される。平面
型光導波路１３２で伝送され、平面型光導波路１３２の光路変更面１３８で内部反射され
た信号光は、平面型光導波路１３２から出射され、透光部材１０８を透過して光素子１０
２に入射される。光素子１０２から出射された信号光は、透光部材１０８を透過して平面
型光導波路１３２の先端部に入射され、光路変更面１３８で内部反射されて平面型光導波
路１３２で伝送される。透光部材１０８と平面型光導波路１３２との間の隙間は、空気層
による反射を抑えて無反射状態にするために光学接着剤で充填されることが好ましい。
【０１０３】
　透光部材１０８には、平面型光導波路１３２側と反対側であり、信号光が入射または出
射する透光部材光入出射面１０９に信号光を集光する集光レンズを設けることが好ましい
。集光レンズは、例えば、透光部材光入出射面１０９から突出させた凸レンズで形成され
る。集光レンズは、光素子１０２の光軸方向の延長上に形成され、信号光を集光レンズで
集光させることにより信号光の拡散を抑制できるので、平面型光導波路１３２と光素子１
０２との間の光結合効率を更に向上させることができる。集光レンズは、透光部材１０８
と一体で形成されることが好ましい。集光レンズの凸面は、例えば、球面、あるいは回転
放物線面（パラボラ面）等の非球面で形成される。また、集光レンズは、平面型光導波路
１３２の各コア３４ごとに透光部材光入出射面１０９に設けられることが好ましい。
【０１０４】
　コネクタ本体１３４は、光導波路挿通溝１３６の前溝壁に設けられ、光導波路挿通溝１
３６の溝底面から平面型光導波路１３２の挿通方向に対して略直交方向に突出して形成さ
れ、平面型光導波路１３２を嵌合してコネクタ本体１３４に位置決めする嵌合突起１４０
を有している。また、平面型光導波路１３２は、平面型光導波路１３２のクラッド３６に
平面型光導波路１３２の光軸方向に対して略直交方向に溝状に形成され、嵌合突起１４０
と嵌合される嵌合溝４０を有している。
【０１０５】
　嵌合突起１４０は、嵌合突起３８と同様の形状で形成され、例えば、矩形状に突出した
矩形突起で形成される。嵌合突起１４０は、光導波路挿通溝１３６の前溝壁に少なくとも
１つ設けられる。また、嵌合突起１４０は、光導波路挿通溝１３６における一方の溝側壁
から他方の溝側壁まで所定間隔で複数設けられ、平面型光導波路１３２のコア列方向に沿
って柱状に設けられることが好ましい。嵌合突起１４０は、例えば、コネクタ本体１３４
に合成樹脂で一体成形されて設けられる。
【０１０６】
　平面型光導波路１３２は、平面型光導波路１３２の先端面に嵌合突起１４０と嵌合され
る嵌合溝４０を有している。平面型光導波路１３２の嵌合溝４０は、第１実施形態の光コ
ネクタ１０に用いた平面型光導波路１４に設けられる嵌合溝４０と同様にして形成される
。嵌合溝４０は、平面型光導波路１３２の先端面に少なくとも１箇所設けられる。また、
嵌合溝４０は、隣接するコア３４とコア３４との間のクラッド３６に設けられ、平面型光
導波路上面から平面型光導波路下面まで平面型光導波路１３２の厚み方向に貫通させた矩
形溝で形成されることが好ましい。また、嵌合溝４０の溝底面は、嵌合突起１４０と当接
することにより平面型光導波路１３２の長手方向の位置を規制する位置規制面としての機
能を有しており、嵌合溝４０の溝側面は、嵌合突起１４０と当接することにより平面型光
導波路１３２の幅方向の位置を規制する位置規制面としての機能を有している。
【０１０７】
　平面型光導波路１３２は、嵌合溝４０を嵌合突起１４０に嵌合させて光導波路挿通溝１
０４に配置される。それにより、平面型光導波路１３２は、コア位置の位置精度をより向
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上させてコネクタ本体１３４に装着される。このように、嵌合突起１４０は、コネクタ本
体１３４に凸状に設けられ、平面型光導波路１３２を嵌合してコネクタ本体１３４に位置
決めする嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合溝４０は、平面型光導波路１３２に凹
状に設けられ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部としての機能を備えている。なお、平面型
光導波路１３２の光路変更面１３８が設けられた部位には、信号光を透過させるため透光
部材１０８が取り付けられる。
【０１０８】
　次に、光コネクタ１３０の作用について説明する。
【０１０９】
　光コネクタ１３０は、図２３に示すように、回路基板１１５に配置された光モジュール
１０１の光素子１０２に対向して、光路変更面１３８側を光モジュール１０１に向けて取
り付けられ、平面型光導波路１３２と光素子１０２との間を光結合する。光コネクタ１３
０は、コネクタ本体１３４のガイド穴１１２に光モジュール１０１に設けられたガイドピ
ンを挿通して、光モジュール１０１に位置決めされる。光コネクタ１３０は、ガイドピン
で案内されて、光路変更面１３８が光素子１０２の光軸方向の延長上に位置決めされる。
【０１１０】
　光素子１０２が受光素子である場合には、平面型光導波路１３２で伝送された信号光は
、光路変更面１３８で内部反射により略９０度に屈曲させて光モジュール１０１の光素子
１０２に入射される。また、光素子１０２が発光素子である場合には、光モジュール１０
１の光素子１０２から出射された信号光は、光路変更面１３８で内部反射により略９０度
に屈曲されて平面型光導波路１３２の光軸方向に向けられる。このようにして、光コネク
タ１３０により、平面型光導波路１３２と光素子１０２との間が光結合される。
【０１１１】
　次に、本発明に係る第６実施形態について説明する。
【０１１２】
　図２４は、光コネクタ１５０の構成を示す斜視図である。図２５は、平面型光導波路１
５２の構成を示す斜視図である。図２６は、光コネクタ１５０の平面型光導波路挿通方向
における要部の断面斜視図である。なお、同様な要素には同一の符号を付し、詳細な説明
を省略する。
【０１１３】
　光コネクタ１５０は、光モジュール１０１の光素子１０２に対向して配置され、平面型
光導波路１５２と光素子１０２との間を光結合する機能を有している。なお、光コネクタ
１５０は、図２３に示される第５実施形態の光コネクタ１３０と同様にして光モジュール
１０１に取り付けられる。
【０１１４】
　光コネクタ１５０は、幅広で略角形にエポキシ樹脂等の合成樹脂で形成されるコネクタ
本体１５４を備えている。コネクタ本体１５４は、コネクタ本体１５４の後端面から略中
央まで溝状に設けられ、平面型光導波路１５２を挿通して配置する光導波路挿通溝１３６
を備えている。光導波路挿通溝１３６の前溝壁は、溝底面に対して略垂直に形成されてい
る。光導波路挿通溝１３６の前溝壁は、平面型光導波路１５２の先端面と当接し、平面型
光導波路１５２の長手方向の位置を規制する位置規制面としての機能を有している。
【０１１５】
　光導波路挿通溝１３６の溝周縁には、透光部材１０８を当接して取り付ける透光部材取
付部１１０が設けられている。また、コネクタ本体１５４は、光コネクタ１５０を光モジ
ュール１０１に位置決めするガイドピンが挿通される一対のガイド穴１１２を有している
。
【０１１６】
　平面型光導波路１５２は、図２５に示すように、平面型光導波路１５２の先端面近傍に
光素子１０２と対向するように設けられ、平面型光導波路１５２の光軸方向に対して傾斜
して形成され、平面型光導波路１５２の光軸方向を信号光の内部反射により変更させて平
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面型光導波路１５２と光素子１０２との間を光結合させる光路変更面１３８を有している
。
【０１１７】
　コネクタ本体１５４は、光導波路挿通溝１３６の溝底面に設けられ、光導波路挿通溝１
３６の前溝壁から平面型光導波路１５２の挿通方向に沿って突出して形成され、平面型光
導波路１５２を嵌合してコネクタ本体１５４に位置決めする嵌合凸条１５６を有している
。また、平面型光導波路１５２は、平面型光導波路１５２のクラッド３６に平面型光導波
路１５２の先端面から光軸方向に沿って溝状に形成され、嵌合凸条１５６と嵌合される嵌
合凹条９６を有している。
【０１１８】
　嵌合凸条１５６は、嵌合凸条９２と同様の形状で形成され、平面型光導波路１５２の挿
通方向に対して略直交方向の断面を略三角形状等の山型状に形成された突起である山型突
起や、略円弧状のＲ型形状に形成された突起である円弧突起で形成されることが好ましい
。勿論、嵌合凸条１５６は、山型突起や円弧突起等に限定されることはない。嵌合凸条１
５６は、平面型光導波路１５２の厚みより小さい高さで形成され、平面型光導波路１５２
における隣接するコア３４とコア３４との間隔よりも小さい幅で形成される。
【０１１９】
　嵌合凸条１５６は、光導波路挿通溝１３６の通路底面に少なくとも１つ設けられる。嵌
合凸条１５６は、光導波路挿通溝１３６における一方の溝側壁から他方の溝側壁まで所定
間隔で複数設けられ、平面型光導波路１５２のコア列方向に沿って複数設けられることが
好ましい。嵌合凸条１５６は、例えば、コネクタ本体１５４に合成樹脂で一体成形されて
設けられる。
【０１２０】
　平面型光導波路１５２は、平面型光導波路下面に設けられ、コネクタ本体１５４の嵌合
凸条１５６と嵌合される嵌合凹条９６を有している。嵌合凹条９６は、第２実施形態の光
コネクタ８０に用いた平面型光導波路８４に設けられる嵌合凹条９６と同様にして形成さ
れる。嵌合凹条９６は、平面型光導波路１５２の平面型光導波路下面に少なくとも１箇所
設けられる。嵌合凹条９６は、平面型光導波路１５２の隣接するコア３４とコア３４との
間のクラッド３６に形成され、平面型光導波路１５２の先端面から平面型光導波路１５２
の光軸方向に沿って凹状に設けられる。また、嵌合凹条９６の内周面は、嵌合凸条１５６
と当接することにより平面型光導波路１５２の幅方向の位置を規制する位置規制面として
の機能を有している。
【０１２１】
　平面型光導波路１５２は、嵌合凹条９６を嵌合凸条１５６に嵌合させて光導波路挿通溝
１３６に配置される。それにより、平面型光導波路１５２は、コア位置の位置精度をより
向上させてコネクタ本体１５４に装着される。このように、嵌合凸条１５６は、コネクタ
本体１５４に凸状に設けられ、平面型光導波路１５２を嵌合してコネクタ本体１５４に位
置決めする嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合凹条９６は、平面型光導波路１５２
に凹状に設けられ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部としての機能を備えている。また、平
面型光導波路１５２の光路変更面１３８が設けられる部位には、信号光を透過させるため
透光部材１０８が取り付けられる。なお、光コネクタ１５０は、回路基板１１５に配置さ
れた光モジュール１０１の光素子１０２に対向して、光路変更面１３８側を光モジュール
１０１に向けて取り付けられ、平面型光導波路１５２と光素子１０２との間を光結合し、
第５実施形態の光コネクタ１３０と同様の作用を有している。
【０１２２】
　次に、本発明に係る第７実施形態について説明する。
【０１２３】
　図２７は、光コネクタ１６０の構成を示す斜視図である。図２８は、光コネクタ１６０
の要部を示す拡大図である。図２９は、光コネクタ１６０における平面型光導波路挿通方
向の断面図である。なお、同様な要素には同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
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【０１２４】
　光コネクタ１６０は、光モジュール１０１の光素子１０２に対向して配置され、平面型
光導波路１４と光素子１０２との間を光結合する機能を有している。なお、光コネクタ１
６０は、図１６に示される第３実施形態の光コネクタ１００と同様にして光モジュール１
０１に取り付けられる。
【０１２５】
　光コネクタ１６０は、幅広で略角形にエポキシ樹脂等の合成樹脂で形成されるコネクタ
本体１６２を備えている。コネクタ本体１６２は、コネクタ本体１６２に溝状に設けられ
、平面型光導波路１４を挿通して配置する光導波路挿通溝１６４と、光導波路挿通溝１６
４と連通して設けられ、平面型光導波路１４の先端部が挿入される光導波路挿入穴１６６
と、光導波路挿入穴１６６と連通し、平面型光導波路１４の挿通方向に対して略直交方向
に凹状に形成された凹所１６８と、凹所１６８に光素子１０２と対向するように設けられ
、平面型光導波路１４の光軸方向の延長上に対して傾斜して形成され、平面型光導波路１
４の光軸方向を信号光の反射により変更させて平面型光導波路１４と光素子１０２との間
を光結合させる光路変更面１７０と、を備えている。
【０１２６】
　光導波路挿通溝１６４は、コネクタ本体１６２の後端面から略中央まで溝状に形成され
る。光導波路挿通溝１６４は、平面型光導波路１４の幅より大きい溝幅で形成され、平面
型光導波路１４の厚みより深い溝深さで形成される。光導波路挿通溝１６４には、光導波
路挿通溝１６４に配置された平面型光導波路１４を覆う光導波路カバー１７２が取り付け
られる。
【０１２７】
　光導波路挿入穴１６６は、光導波路挿通溝１６４と連通して設けられ、平面型光導波路
１４の先端部が挿通される。光導波路挿入穴１６６は、平面型光導波路１４の先端部が挿
入可能な大きさで形成される。
【０１２８】
　凹所１６８は、光導波路挿入穴１６６と連通し、平面型光導波路１４の挿通方向に対し
て略直交方向に凹状に形成される。凹所１６８は、光学樹脂等で形成された透光部材１０
８で覆われる。透光部材１０８は、凹所１６８の開口を囲むように設けられた透光部材取
付部１７８に取り付けられる。
【０１２９】
　光路変更面１７０は、凹所１６８に光導波路挿入穴１６６と対向して設けられ、平面型
光導波路１４の光軸方向の延長上に対して傾斜して形成され、平面型光導波路１４の光軸
方向を信号光の反射により変更させる機能を有している。光路変更面１７０は、第３実施
形態のコネクタ本体１６２に設けられる光路変更面１０６と同様にして反射ミラーで形成
される。
【０１３０】
　また、コネクタ本体１６２は、光コネクタ１６０を光モジュール１０１に位置決めする
ガイドピンが挿入される一対のガイド穴１１２を有している。
【０１３１】
　コネクタ本体１６２は、光導波路挿入穴１６６に光路変更面１７０と対向して設けられ
、平面型光導波路１４の挿通方向に対して略直交方向に突出して設けられ、平面型光導波
路１４を嵌合してコネクタ本体１６２に位置決めする嵌合突起１８０が設けられる。また
、平面型光導波路１４は、平面型光導波路１４の先端面に設けられ、平面型光導波路１４
のクラッド３６に平面型光導波路１４の光軸方向に対して略直交方向に溝状に形成され、
嵌合突起１８０と嵌合される嵌合溝４０を有している。平面型光導波路１４には、上述し
た第１実施形態の光コネクタ１０に用いられる平面型光導波路と同じものが用いられる。
【０１３２】
　嵌合突起１８０は、嵌合突起３８と同様の形状で形成され、例えば、矩形状に突出した
矩形突起で形成される。嵌合突起１８０は、例えば、光導波路挿入穴１６６の穴下端から
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穴上端まで略垂直に形成される。嵌合突起１８０は、光導波路挿入穴１６６に少なくとも
１つ設けられる。また、嵌合突起１８０は、光導波路挿入穴１６６の一方の穴側端から他
方の穴側端まで所定間隔で複数設けられ、平面型光導波路１４のコア列に沿って柱状に形
成されることが好ましい。光導波路挿入穴１６６は、複数の嵌合突起１８０により仕切ら
れて、平面型光導波路１４の先端面における各コア３４が凹所１６８に各々露出するよう
に形成される。嵌合突起１８０は、例えば、コネクタ本体１６２に合成樹脂で一体成形さ
れて設けられる。
【０１３３】
　平面型光導波路１４は、上述した図４に示すように、嵌合突起１８０と嵌合される嵌合
溝４０を有している。嵌合溝４０は、平面型光導波路１４における先端面のクラッド３６
に少なくとも１つ設けられる。嵌合溝４０は、隣接するコア３４とコア３４との間のクラ
ッド３６に各々設けられ、平面型光導波路上面４２から平面型光導波路下面４４まで平面
型光導波路１４の厚み方向に貫通させた矩形溝で形成されることが好ましい。また、嵌合
溝４０の溝底面は、嵌合突起１８０と当接することにより平面型光導波路１４の長手方向
の位置を規制する位置規制面としての機能を有しており、嵌合溝４０の溝側面は、嵌合突
起１８０と当接することにより平面型光導波路１４の幅方向の位置を規制する位置規制面
としての機能を有している。
【０１３４】
　平面型光導波路１４は、平面型光導波路１４の先端部が光導波路挿入穴１６６に挿入さ
れて光導波路挿通溝１６４に配置される。平面型光導波路１４は、先端面の嵌合溝４０を
光導波路挿入穴１６６に設けられた嵌合突起１８０に嵌合させてコネクタ本体１６２に位
置決めされる。それにより、平面型光導波路１４は、コア位置の位置精度をより向上させ
てコネクタ本体１６２に装着される。このように、嵌合突起１８０は、コネクタ本体１６
２に凸状に設けられ、平面型光導波路１４を嵌合してコネクタ本体１６２に位置決めする
嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合溝４０は、平面型光導波路１４に凹状に設けら
れ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部としての機能を備えている。なお、光コネクタ１６０
は、回路基板１１５に配置された光モジュール１０１の光素子１０２に対向して、光路変
更面１７０側を光モジュール１０１に向けて取り付けられ、平面型光導波路１４と光素子
１０２との間を光結合し、第３実施形態の光コネクタ１００と同様の作用を有している。
【０１３５】
　次に、本発明に係る第８実施形態について説明する。
【０１３６】
　図３０は、光コネクタ１９０の要部を示す拡大図である。図３１は、平面型光導波路１
９１の構成を示す斜視図である。図３２は、光コネクタ１９０における平面型光導波路挿
通方向の断面図である。なお、同様な要素には同一の符号を付し、詳細な説明を省略する
。
【０１３７】
　光コネクタ１９０は、光モジュール１０１の光素子１０２に対向して配置され、平面型
光導波路１９１と光素子１０２との間を光結合する機能を有している。なお、光コネクタ
１９０は、図２３に示される第５実施形態の光コネクタ１３０と同様にして光モジュール
１０１に取り付けられる。
【０１３８】
　光コネクタ１９０は、幅広で略角形にエポキシ樹脂等の合成樹脂で形成されるコネクタ
本体１９２を備えている。コネクタ本体１９２は、平面型光導波路１９１を挿通して配置
する光導波路挿通溝１６４と、平面型光導波路１９１の先端部が挿入される光導波路挿入
穴１６６と、光導波路挿入穴１６６と連通し、平面型光導波路１９１の挿通方向に対して
略直交方向に凹状に形成された凹所１６８と、を備えている。
【０１３９】
　光導波路挿通溝１６４には、光導波路挿通溝１６４に配置された平面型光導波路１９１
を覆う光導波路カバー１７２が取り付けられる。凹所１６８は、光学樹脂等で形成された
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透光部材１０８で覆われる。透光部材１０８は、凹所１６８の開口を囲むように設けられ
た透光部材取付部１７８に取り付けられる。また、コネクタ本体１９２は、光コネクタ１
９０を光モジュール１０１に位置決めするガイドピンが挿通される一対のガイド穴１１２
を有している。
【０１４０】
　平面型光導波路１９１は、図３１に示すように、平面型光導波路１９１の先端面に光素
子１０２と対向するように設けられ、平面型光導波路１９１の光軸方向に傾斜して形成さ
れ、光軸方向を信号光の内部反射により変更させて平面型光導波路１９１と光素子１０２
との間を光結合させる光路変更面１９４を備えている。光路変更面１９４は、平面型光導
波路１９１の光軸方向に対して略４５度傾斜して形成されることが好ましい。それにより
、光コネクタ１９０を光モジュール１０１に設置したときに、光路変更面１９４は、光素
子１０２の上方に位置して光素子１０２の発光面または受光面と対面し、平面型光導波路
１９１で伝送された信号光を内部反射で略９０度に屈曲させて光素子１０２に入射させ、
光素子１０２からの出射された信号光を内部反射で略９０度に屈曲させて平面型光導波路
１９１で伝送させることができる。光路変更面１９４の傾斜角度は、平面型光導波路１９
１の光軸方向に対して略４５度の傾斜角が好ましいが、必ずしも略４５度に限定されるこ
とはない。なお、光路変更面１９４は、平面型光導波路１９１の先端面をダイジング加工
またはレーザ加工等することにより形成される。
【０１４１】
　コネクタ本体１９２は、光導波路挿入穴１６６に設けられ、平面型光導波路１９１の挿
通方向に対して略直交方向に突出して設けられ、平面型光導波路１９１を嵌合してコネク
タ本体１９２に位置決めする嵌合突起１８０が設けられる。嵌合突起１８０は、第７実施
形態のコネクタ本体１９２に形成される嵌合突起と同様にして形成される。
【０１４２】
　平面型光導波路１９１は、平面型光導波路１９１の先端面に設けられ、平面型光導波路
１９１のクラッド３６に平面型光導波路１９１の光軸方向に対して略直交方向に溝状に形
成され、嵌合突起１８０と嵌合される嵌合溝１９６を有している。嵌合溝１９６は、平面
型光導波路１９１における先端面のクラッド３６に少なくとも１つ設けられる。嵌合溝１
９６は、隣接するコア３４とコア３４との間のクラッド３６に設けられ、平面型光導波路
上面から平面型光導波路下面まで平面型光導波路１９１の厚み方向に貫通させて形成され
ることが好ましい。
【０１４３】
　嵌合溝１９６は、平面型光導波路１９１の隣接するコア３４とコア３４との間の間隔よ
り狭い溝幅で形成され、平面型光導波路１９１の各々コア３４に接触しないように設けら
れる。嵌合溝１９６は、嵌合突起１８０の奥行と略同じ溝深さで形成される。また、嵌合
溝１９６の溝底面は、嵌合突起１８０と当接することにより平面型光導波路１９１の長手
方向の位置を規制する位置規制面としての機能を有しており、嵌合溝１９５の溝側面は、
嵌合突起１８０と当接することにより平面型光導波路１９１の幅方向の位置を規制する位
置規制面としての機能を有している。嵌合溝１９６は、例えば、平面型光導波路１９１の
先端面をダイジング加工またはレーザ加工等することにより形成される。
【０１４４】
　平面型光導波路１９１は、平面型光導波路１９１の先端部が光導波路挿入穴１６６に挿
入され、光路変更面１９４が形成された先端を凹所１６８に突出させて光導波路挿通溝１
６４に挿通して配置される。平面型光導波路１９１は、平面型光導波路１９１の先端面の
嵌合溝１９６を光導波路挿入穴１６６に設けられた嵌合突起１８０に嵌合させてコネクタ
本体１９２に位置決めされる。それにより、平面型光導波路１９１は、コア位置の位置精
度をより向上させてコネクタ本体１９２に装着される。このように、嵌合突起１８０は、
コネクタ本体１９２に凸状に設けられ、平面型光導波路１９１を嵌合してコネクタ本体１
９２に位置決めする嵌合凸部としての機能を備えており、嵌合溝１９６は、平面型光導波
路１９１に凹状に設けられ、嵌合凸部と嵌合される嵌合凹部としての機能を備えている。
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【０１４５】
　また、平面型光導波路１９１の先端と透光部材１０８との間の隙間は、空気層による反
射を防止するため光学接着剤等で充填されることが好ましい。なお、光コネクタ１９０は
、回路基板１１５に配置された光モジュール１０１の光素子１０２に対向して、光路変更
面１９４側を光モジュール１０１に向けて取り付けられ、平面型光導波路１９１と光素子
１０２との間を光結合し、第５実施形態の光コネクタ１３０と同様の作用を有している。
【０１４６】
　以上、上記構成の光コネクタによれば、平面型光導波路は、平面型光導波路に設けられ
る嵌合溝または嵌合凹条を、コネクタ本体に設けられ、平面型光導波路を嵌合してコネク
タ本体に位置決めする嵌合突起または嵌合凸条に嵌合させて位置決めされるので、例えば
、平面型光導波路の厚みの寸法精度やダイジング加工による平面型光導波路の幅方向の寸
法精度等が低下した場合でも、平面型光導波路におけるコア位置の精度をより向上させる
ことができる。
【符号の説明】
【０１４７】
　１０、７０、８０、１００、１２０、１３０、１５０、１６０、１９０　光コネクタ
　１２、５０、６０、７４、８２、１０３、１２２、１３４、１５４、１６２、１９２　
コネクタ本体
　１４、８４、１３２、１５２、１９１、１９４　平面型光導波路
　１６　鍔部
　１８　光導波路挿入口
　２０　光導波路挿通路
　２２、２２ａ　光導波路露出部
　２４　コネクタ本体後端面
　２６　コネクタ本体前端面
　３０、１１２　ガイド穴
　３０ａ　ガイド穴
　３４　コア
　３６　クラッド
　３８、３８ａ、１１４、１４０、１８０　嵌合突起
　４０、１９６　嵌合溝
　４１、４１ａ　コア孔
　４２　平面型光導波路上面
　４４、９４　平面型光導波路下面
　５２　凹部
　５４　蓋体
　６２　第１本体部
　６４　第２本体部
　６６　前端面
　６８　光導波路突出口
　６９　凸曲面突起
　７２　平面型光導波路積層体
　８６　後端面
　８８　前端面
　９０、１７６　光導波路露出口
　９２、１２４、１５６　嵌合凸条
　９６　嵌合凹条
　１０１　光モジュール
　１０４、１３６、１６４　光導波路挿通溝
　１０６、１３８、１５８、１７０、１９４　光路変更面
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　１０８　透光部材
　１０９　透光部材光入出射面
　１１０、１７８　透光部材取付部
　１０２　光素子
　１１５　回路基板
　１１６　透光部材光入出射面
　１６６　光導波路挿入穴
　１６８　凹所
　１７２　光導波路カバー
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【図３１】 【図３２】
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